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１学期終了 ～有意義な夏休みに～
今日で１学期が終了しました。保護者の皆様には大変お世話になり

ました。そして、子ども達を無事に保護者の皆様のもとにかえせるこ

とを少しホッとしています。１学期の登校日の数は本来ですと「７２
日」の予定でしたが、新型コロナウイルス感染症クラスター発生によ

る学校休業等があり、日数的にはちょっと短い１学期となりました。

１学期は、保護者の皆様には多大なるご心配と授業参観や行事の中
止・延期等、でのご迷惑をおかけしました。始まったと思ったらすぐ

に学校休業になった４月、行事の延期や中止、外部との交流の制限に

より学習に注力した５・６月、ようやく通常の学校生活に戻した７月。
ようやく学校生活に落ち着きが戻った感じを受けたと思ったら夏休みといった感じてす。

１学期間、子どもたちは本当によく頑張りました。新型コロナウィルス感染症対策で様々な制

約のある中でも、学校での約束・新たな生活様式を守り、１学期の学習・生活を送ってくれまし
た。その生活そのものが価値ある頑張りだと思っています。もっと言えば、「命をつないでいる

こと」「生きていること」そのものが一番の頑張りだとも思っています。

本日のテレビ放送による終業式では、１学期について振
り返った後、夏休みに向けて子ども達と約束を交わしまし

た。これまでの長期休業時と同じことの繰り返しになりま

した。約束は単純ですが、大変重いものです。それは、
「死なないこと」

夏休みは楽しい期間であるべきにもかかわらず、毎年繰

り返される子どもの事故。交通事故、海や川・山の事故、
火事、不審者・・・。ちょっとした心の隙・ゆるみが大きな事故に結びついてしまうことを話し

ました。そして、事故に遭いたい、死にたいなんて思っていた子は誰もいないことを話しました。

「おはよう」といったら必ず「おやすみ」、「行ってきます」といったら「ただいま」という当
たり前の日常を大事にすることを話しました。当たり前と思っていることは実は当たり前ではな

く、突然なくなってしまうことだってありえることを伝えました。
「後悔先に立たず」

教師が、保護者が、子どもを取り巻くすべての大人がアンテナを高くし、配慮すべきことはし

っかりと配慮することで防げることは何としても防がなければなりません。有意義な夏休みにな
ることを期待しています。どうぞよろしくお願いします。

１学期間、大変お世話になりました。有意義な夏休みを・・・。

■運動会（９／４（土））・学級懇談会について■
夏休み明けすぐの９／４（土）に運動会を予定しています。この時期の運動会開催については

大いに悩みました。「オリンピック・パラリンピック、お盆の人流による新型コロナウイルス感

染症拡大は・・・？」「まだまだ暑いのでは？熱中症の心配は？」「夏休み明けで子どもたちの

体調は？準備は？」等様々な問題があることは承知しています。ですが、２学期全体を見渡した
ときの行事のバランス、２学期始まって２週間が経つ時期で、ある程度感染状況が判断できそう

なこと、課題のいくつかは、学校の対応や保護者の皆様の協力次第でなんとかクリアできること

等を検討し、この時期を選びました。私は、なんとか子どもたちに日本の学校文化である「運動
会」を経験させたいと考えています。もちろん状況次第では、延期・中止もありえると覚悟はし

ています。最終判断は夏休み明けにしたいと思いますが、保護者の皆様のお仕事の都合などもあ

ると考え、事前にお知らせした次第です。
また、９月中に学級懇談会を予定しています。これはできるだけ早い時期に担任と保護者の皆

さんが顔を合わせる場を設けたいという意図からの設定です。ただ、６年生の修学旅行、運動会

の日程、３密回避等を考慮し学年別日開催の計画をしています。ご理解ください。
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